
《学習の見通しをもつ》
１【めあて】「おはなしの森」をつくるための計画をたてよう。

【課題】「おはなしの木カード」には、どんなことを書いたらいいのかな。

《「いいなあ」とおもった本のおはなしの木カードをつくる》
１【めあて】 「いいなあ」とおもった本を「おはなしの木カード」でしょうかいしよう。
２【めあて】友だちの「おはなしの木カード」をよんで、おもったことをつたえよう。

「
い
い
な
あ
」
と
お
も
う
本
を
「
お
は
な
し
の
木
カ
ー
ド
」
で
紹
介
す
る

《「ずうっと、ずっと、大すきだよ」のおはなしの木カードをつくる》
１【めあて】ぼくがエルフのどんなところがすきだったのかかんがえよう。

【課題】 いちばん「いいなあ」とおもうのはどこかな。わけも考えよう。
（２～４も同じ課題）

２【めあて】としをとったエルフにぼくがしてあげたことと、わけをかんがえよう。
３【めあて】エルフがしんだとき、ぼくはどんなきもちだったかかんがえよう。
４【めあて】ぼくが「子犬をいらない」といったわけをかんがえよう。
５【めあて】いちばん「いいなあ」とおもうところを「おはなしの木カード」にか

こう。
【課題】 ４つのなかでいちばん「いいなあ」とおもうのはどれかな。わけもか

んがえよう。

小学校国語科単元計画【第１学年：読むこと】

【単元のめあて】 「いいなあ」と思う本を「おはなしの森」でしょうかいしあおう。

３次

２次

１次

【単元の振り返り】（記述例）自分の「いいなあ」とおもったところを伝えるには、一緒にわけも書くと伝わることがわかった。登場人物の
言ったことやしたことに気をつけて読むと、おはなしのことがよくわかる。同じ場面や同じ本を「いいなあ」と思っても、わけがちがうことも
ある。友だちの好きな本を読んでみようと思った。
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まとめ
振り返り

並
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「
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の
木
カ
ー
ド
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し
、
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の
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か
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を
広
げ
て
読
む

【単元のねらい】場面の様子や登場人物の行動について、自分の経験と結びつけて「おはな
しの木」にまとめることを通して、想像を広げながら読む力を高める



《学習の見通しをもつ》
１【めあて】音読劇をするための単元計画を作ろう。
【課題】どんな工夫をすれば登場人物の様子や気持ちが伝わるか。

《音読劇をする》
１ 【めあて】お気に入りの場面をおうちの人に音読劇で紹介しよう。

「
お
手
紙
」
の
お
話
を
音
読
劇
に
し
て
紹
介
す
る

《音楽劇をつくる》
１ 【めあて】がま君とかえる君の関係を中心にあらすじにまとめよう。
２～６【めあて】場面ごとに人物の行動や会話からその場面の様子や人物の

気持ちを想像しながら読もう。
【課題】 どんな気持ちで読めば登場人物の思いが伝わるのかな。

音読記号や読み方を考えよう。
７ 【めあて】自分のお気に入りの場面を決めてグループごとに練習しよう。

小学校国語科単元計画【第２学年：読むこと】

【単元のめあて】 お気に入りの場面を音読劇でおうちの人に紹介しよう

３次

２次

１次

【単元の振り返り】（記述例）音読劇を効果的におこなうには、場面の様子や登場人物の行動から人物の気持ちを想
像したうえで、会話文の読み方を工夫して音読すればよいことがわかった。
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【単元のねらい】登場人物の行動や会話を手がかりにして、音読の工夫を考えながら
音読劇をすることを通して、想像を広げながら読む力を高める



《学習の見通しをもつ》
１【めあて】「ちいちゃんのかげおくり紹介新聞」をつくるための学習計画を立てよう。

《出来上がった紹介新聞をもとに、感想を交流しあう》
１ 【めあて】新聞を読みあい、お互いのよいところを伝え合おう。
２ 【めあて】友だちのアドバイスを生かして、「ちいちゃんのかげおくり紹介新聞」

を完成させよう。

紹
介
新
聞
を
作
っ
て
、
友
だ
ち
と
感
想
を
交
流
し
あ
う
。

《ちいちゃんのかげおくり紹介新聞を作る》
１ 【めあて】新聞のあらすじコーナーに、あらすじをまとめよう。
２ 【めあて】新聞の登場人物紹介コーナーに、登場人物の性格や行動を中

心とした登場人物の紹介記事を書こう。
３４ 【めあて】自分の感想コーナーに、一番心をうたれた場面を選んで、そ

の場面を選んだ理由を入れてまとめよう。

小学校国語科単元計画【第３学年：読むこと】

【単元のめあて】 ちいちゃんのかげおくり紹介新聞を作って、感想を交流しよう。

３次

２次

１次

【単元の振り返り】（記述例）ちいちゃんや家族の気持ちが、その言動からわかった。ふたつのかげおくりを比べて、気
持ちの変化を新聞に書くことができた。感想の部分が友だちとずいぶんちがっていて、友だちの感想を参考にして、
自分の新聞に少し追加して書いた。

まとめ
振り返り

まとめ
振り返り

まとめ
振り返り

新
聞
作
り
を
通
し
て
、
文
学
の
読
み
の
視
点
が
明
ら
か
に
な
る

【単元のねらい】人物の行動、情景、会話などの表現や場面の移り変わりについて、「かげおくり紹介新
聞」をつくることを通して、叙述をもとに想像して読む力を高める。



《学習の見通しをもつ》
１【めあて】手紙を書くための単元計画を作ろう。

【課題】登場人物に書く内容は、どのようなものがよいか。

《お気に入りの新美南吉作品の登場人物に手紙を書く》
１ 【めあて】登場人物の状況、気持ち、自分の気持ちをふまえた手紙を書こ

う。

お
気
に
入
り
の
新
美
南
吉
作
品
の
登
場
人
物
に
お
手
紙
を
書
く

《登場人物の気持ちの変化に合わせて手紙を書く》
１２３ 【めあて】登場人物の状況、気持ち、自分の気持ちをふまえた手紙を書

こう。
【課題】ごんはどんな気持ちだったかな。

４ 【めあて】友だちと手紙を読みあって推敲しよう。
【課題】「いいね」と思う手紙はどれかな。

５ 【めあて】自分の手紙を修正しよう。
【課題】友だちのどんなところを参考にしたらよいかな。

６【めあて】兵十に手紙を書こう。

小学校国語科単元計画【第４学年：読むこと】

【単元のめあて】 新美南吉作品の登場人物にお手紙を書こう

３次

２次

１次

【単元の振り返り】（記述例）登場人物の気持ちに寄り添いながら、手紙を書くことができた。登場人物に注意したい
（言ってあげたい？）内容があった時も（誰の？）どんな気持ちだったかを書くことで、読み手にも受け取ることができ
る（わかりやすい？）手紙になった。いろんな気持ちの変化をいれた手紙になった。

まとめ
振り返り
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【単元のねらい】登場人物の人物像や気持ちの変化について、登場人物への手紙を
書くことを通して、叙述を基に想像を広げて読む力を高める



《学習の見通しをもつ》
１【めあて】本の帯をつくっておすすめするための単元計画を作ろう。

【課題】本の帯に何を書けば、その本が手にとってもらえるか。

《 ６年生におすすめしたい椋鳩十作品の本の帯を作る》
1,2【めあて】おすすめの椋鳩十作品の本の帯を作って、全体で交流しよう。

自
分
の
好
き
な
椋
鳩
十
作
品
を
お
す
す
め
す
る
本
の
帯
を
作
る

《「大造じいさんとがん」の本の帯を作る》
１ 【めあて】本の帯のあらすじを書くために、大造じいさんと残雪の関係を中

心にあらすじにまとめよう。
２ 【めあて】本の帯の人物関係図を作るために、大造じいさんと残雪のやりと

りに注目し、関係をまとめよう。
３ 【めあて】本の帯にのせたいお気に入りの文を選ぶために、大造じいさんの

心情が想像できる表現探そう。（行動・心情描写、情景描写）
4,5【めあて】本の帯に載せたいお気に入りの文を選び、理由をまとめよう。

（行動・心情描写編 情景描写編）

小学校国語科単元計画【第５学年：読むこと】

【単元のめあて】 本の帯を作って、椋鳩十作品を6年生におすすめしよう

３次

２次

１次

【単元の振り返り】（記述例）作品の魅力を紹介するのにふさわしい一文を見つけ、その理由を伝え合うことで、自分の考えとの共通点や
相違点を見つけることができ、考えを深めることができた。本の帯に何を書いたらその本を手に取ってもらえるかで、情景描写の引用は
効果的だった。六年生が帯のついた本を手にとってくれたらいいな。

まとめ
振り返り

まとめ
振り返り

まとめ
振り返り

並
行
読
書

本
の
帯
作
り
を
通
し
て
、
お
す
す
め
す
る
た
め
に
ふ
さ
わ
し
い
叙
述
や
人
物
の
心
情
を
深

く
と
ら
え
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る

【単元のねらい】登場人物の相互関係や心情場面について、叙述を手がかりにし、友だちとの読みの交流を参考にするな
どして自分がおすすめしたい本の帯を作ることを通して、自分の考えを明確にしながら読む力を高める。



《学習の見通しをもつ》
１【めあて】コメントするための計画を作ろう。

【課題】絵のすばらしさを伝えるためには、どのようにコメントを書けばいいかな。

《『鳥獣戯画』甲巻の好きな場面のコメントを書こう》
１ 【めあて】『鳥獣戯画』の教科書の場面のコメントを学習したことを使って

書こう。
２ 【課題】 同じ場面を選んだ人と自分のコメントにはどのような違いがあ

るかな。

『
鳥
獣
戯
画
』
の
好
き
な
絵
に
つ
い
て
解
説
の
コ
メ
ン
ト
を
考
え
る
。

《教科書の絵画のコメントを作る》
１ 【めあて】著者がとりあげた『鳥獣戯画』の見所やすばらしさを見つけよう。
２ 【めあて】著者がとりあげた『鳥獣戯画』の見所やすばらしさを分類・整理

しよう。
３ 【めあて】著者の見方のどれを取り入れるかを考えよう。
４ 【めあて】著者の解説を参考に自分のコメントをまとめよう。
５ 【課題】 最も絵のすばらしさが伝わるコメントはどれですか。

小学校国語科単元計画【第６学年：読むこと】

【単元のめあて】 お気に入りの「鳥獣戯画」の場面のコメントをしよう。

３次

２次

１次

【単元の振り返り】（記述例）絵画のすばらしさを伝えるためには、「どの視点をどのように評価するか」を丁寧にコメン
トすることが重要だと分かった。評価のコメントには、必ずその人の思いが入っていることがわかった。また、同じ絵画
でも人によって感じ方が違い、コメントにも違いが出ていたので、これからも人の意見を参考にしていきたいと思った。
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【単元のねらい】筆者のものの見方や考え方について、友だちの絵の解説と比較しながら『鳥獣戯画』の
コメントをすることを通して、自分の考えを明確にして読む力を高める。
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